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アプローチ禁止リスト照会をする方法をご案内いたします。

①上部メニューの「アプローチ」から、②「アプローチリスト一覧」をクリックします。
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①

②



③

④

③アプローチ禁止リストと照会を行いたいアプローチリストにチェックを入れ、

④「アプローチ禁止リスト照会」を選択し、「実行」をクリックします。

3



アプローチ禁止リスト照会に遷移します。

⑤電話番号、企業名、メールアドレス、FAX、ドメインが一致しているかどうか確認できます。

※初期設定(全体表示)では、「電話番号」が完全一致しているアプローチ先に自動でチェックが入り、オレンジ色の背景になります。

⑤
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⑥「メールアドレスの一致のみ表示」を選択すると、

アプローチ禁止リストに登録されている禁止メールアドレスと一致しているリストが表示されます。

⑥

5



表示方法 判定結果

電話の一致のみ表示 ハイフンを除いた数字が完全一致した場合

企業名の一致のみ表示

法人格、スペース、中黒を除き、英字を小文字に合わせた状態で完全一致した場合。

※(株)は除かれないため、「株式会社○○○○」と「(株)○○○○」は一致しません。

※事業所や支店名が入っている場合は、同じ企業として認識されないため、

「○○○○ 本社」と「○○○○ 支社」は一致しません。

メールアドレスの一致のみ表示 完全一致した場合

FAXの一致のみ表示 ハイフンを除いた数字が完全一致した場合

ドメイン一致のみ表示
・メールアドレスのドメインが完全一致した場合

・URLのドメインが完全一致した場合

【補足】 アプローチ禁止の判定に関して

全体表示以外に、電話番号、企業名、メールアドレス、FAX、ドメインが一致するもの

のみを表示させて、確認することができます。 6



禁止先を、これからアプローチしていくアプローチリストに反映させる場合は、

⑦チェックを入れ、⑧「アプローチ禁止を反映する」をクリックします。

⑧

⑦
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⑨反映すると、アプローチ画面では、

アプローチ禁止マーク がつくようになります。

⑨
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新規に登録し、これからアプローチを行うアプローチリストに対しては、

禁止先の反映ではなく、アプローチリストから禁止先を削除することもできます。

禁止先をアプローチリストから削除したい場合は、⑩チェックを入れ、⑪「アプローチ禁止を削除する」をクリックします。

※「アプローチ禁止を削除する」は、まだアプローチをしていないアプローチリストに対して、初回のみ実施をしてください。

既にアプローチを行っているアプローチリストに対して行ってしまいますと、アポイント取得先なども削除されてしまい、戻すことができません。

⑪

⑩
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未作業(履歴無し)で禁止先になっているリストだけを削除する場合は、

⑫チェックを入れ、⑬「未作業のアプローチ禁止を削除する」をクリックします。照会をかけたアプローチリスト内で、

禁止先であっても履歴がある場合は削除されないので、誤って履歴のあるリストを削除してしまうリスクが減ります。

※未作業とは、アプローチ画面の「未作業」のタブに入っているリストのことです。

※作業済みのリストの場合は、「アプローチ禁止を反映する」をご利用ください。

⑬

⑫
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アプローチ禁止にすると、アプローチ禁止リスト一覧に追加されます。

※アプローチ禁止を解除する詳しい方法については、別マニュアル「アプローチ禁止を解除する方法」でご案内しております。
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